
き
る
よ
う
、
中
入
室
識
室
、
特
別
会
議
室
な
ど
中

身
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
」

と
言
う
の
は
但
馬
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱
の
谷
さ

ん
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
核
と
し
て
、
ゅ
く
ゅ

く
は
工
業
ゾ
ー
ン
、
住
宅
ゾ
ー
ン
に
ま
で
周
囲

を
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
息
込
み
が
伝
わ
り
ま

す
。吹

き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、

色
ん
な
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
に
使
え
る
明
る
い
ホ

ー
ル
。
ｎ
月
６
日
ま
で
は
〃
但
馬
・
空
の
文
化

展
〃
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
年
、
城
崎

か
ら
天
儒
立
、
鳥
取
、
松
江
、
大
阪
な
ど
に
飛

さらに愛される翼へ〃大阪一但馬線毎日１便運行中

三鋸
二ぞ弓

■
Ｐ

そ
の
６
〈
人
・
物
・
情
報
の
交
流
拠
点

但
馬
空
港
〉

平
成
六
年
五
月
十
八
日
に
但
馬
空
港
が
開
港

し
て
、
大
阪
・
但
馬
間
は
三
十
五
分
で
結
ば
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
車
で
三
時
間
か
か
る

と
こ
ろ
を
三
十
五
分
？
飛
行
機
な
ん
だ
か
ら

円
山
川
が
眼
下
に
見
え
る
と
、

も
う
す
ぐ
但
馬
空
港
に
到
着
。
地
帯
、
住
宅
地
を
抜

け
る
と
、
あ
と
は
山
、

山
、
・
・
・
…
。
兵
庫
県
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
と
そ
れ

以
北
の
地
域
と
の
差
が
見
え
て
き
ま
す
。

出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
空
港
周
辺
の
自
然
、

そ
し
て
美
し
い
空
港
ロ
ビ
ー
。
但
馬
空
港
は
長

さ
千
二
百
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
、
約
五
十
八
台

の
駐
車
場
、
多
目
的
ホ
ー
ル
・
会
議
室
な
ど
を
備

え
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、
家
族
連
れ
で
遊
べ
る

大
芝
生
広
場
な
ど
を
配
置
し
た
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ

ル
パ
ー
ク
な
ど
、
利
用
客
の
増
加
と
共
に
、
ど
ん

７/ 2 2 ～9 / 3 までのダイヤです。
ご予約は、お近くのJ A S 予約センター、又は
お近くの旅行代理店までお問い合わせ下さい。

Jハロ書雪日南豊謎:豊毛一
丞凹溺必臣グ
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５月１８日に開港したばかりの但馬空港｡ ｢ 自分たちの住
む町を空から見てみたいJ と､ 地元の人の利用も多い。

車
で
三
時
間
か
か
る

飛
行
機
な
ん
だ
か
ら

当
た
り
前
と
は
思
い

な
が
ら
も
、
そ
の
速

さ
へ
の
魅
力
と
コ
ミ

ュ
ー
タ
ー
航
空
と
い

う
気
軽
さ
で
、
今
回

は
大
阪
空
港
か
ら
の

出
発
。余

裕
を
見
た
時
間

を
公
表
し
て
い
る
の

で
、
実
際
飛
ん
で
い

る
の
は
大
体
の
と
こ

ろ
三
十
分
弱
。
産
業

厚狛

ど
ん
可
能
性
の
広
が
り
そ
う
な
空

間
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
も
対
応
で

. ､

』雲霞箪哩鱒撫…
＝芦需＝＝菖軍＝〒一筆

ロＶ■

便名
Ｆ４９１

大阪→但馬
０８: ３５０９: １５

便名
Ｆ４９２

馬→大阪
0 9 : ４０１０: １５
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３つのとんがり屋根が目印の空港
レストラン「松鶴八景野路菊の
郷」豊岡の夜景が美しいスポット。

内

１日

い
な
が
ら
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
の
エ
キ
サ
イ
ト
ぶ
り

は
、
つ
い
我
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
。

翌
朝
、
豊
岡
駅
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
約

十
分
．
三
百
円
）
で
空
港
へ
。
送
迎
デ
ッ
キ
か

ら
飛
行
機
が
飛
び
立
つ
の
を
見
守
る
人
々
、
「
行

っ
て
ら
っ
し
や
い
」
と
ひ
ら
ひ
ら
手
を
振
る
空

港
レ
デ
ィ
達
。
飛
び
立
つ
の
は
一
機
だ
け
。
青

空
に
飛
び
込
ん
だ
飛
行
機
が
ぐ
っ
と
旋
回
し
て

逆
方
向
に
向
か
っ
た
、
と
思
っ
た
ら
、
水
平
線

が
百
八
十
度
に
広
が
り
、
円
山
川
の
注
ぎ
込
む

日
本
海
、
久
美
浜
湾
、
そ
し
て
天
橋
立
。
あ
ま

り
に
美
し
い
パ
ノ
ラ
マ
風
景
に
、
乗
客
は
た
だ

ぽ
か
ん
と
見
つ
め
る
ば
か
り
。
こ
れ
を
見
る
た

め
だ
け
に
乗
っ
て
も
惜
し
く
な
い
ね
え
。
と
誰

か
が
ポ
ッ
リ
と
言
っ
た
と
か
。

グ
ラ
イ
ダ
ー
〃
の
主
翼
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
誰

も
が
一
度
は
抱
く
、
「
空
を
飛
び
た
い
」
と
い

う
願
い
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

子
供
に
も
わ
か
り
易
く
、
面
白
い
な
と
思
っ

た
の
が
〃
垂
直
風
洞
実
験
装
置
〃
・
筒
の
中
に

気
流
を
流
し
、
色
ん
な
種
子
の
飛
ぶ
様
子
を
見

零
”
鼻

に
や
っ
か
い
な
の
は
キ
リ
。
こ
れ
が
か
か
る
と

雛
発
着
に
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
そ
れ
を
少
し

で
も
防
ぐ
た
め
の
、
但
馬
空
港
に
は
大
き
な
味

方
が
い
ま
す
。
大
阪
空
港
を
介
し
て
航
空
機
に

空
港
の
方
位
や
空
港
ま
で
の
距
離
を
知
ら
せ
る

〃
電
波
の
燈
台
″
、
ポ
ル
デ
メ
（
Ｖ
Ｏ
Ｒ
／
Ｄ

Ｍ
Ｅ
）
で
す
。
こ
の
し
く
み
も
わ
か
り
易
く
、

空
の
文
化
館
で
教
え
て
く
れ
ま
す
。
但
馬
空
港

で
は
七
月
二
十
五
日
よ
り
へ
リ
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

も
就
航
し
ま
し
た
が
、
そ
の
安
全
運
航
シ
ス
テ

明るいカウンターで搭乗手続きを。

供 ﾝ にた開イ I こでれ ﾑ
向ドプ子催べもな展でも
けもし供中ン多く示い紹
と。イ向。Ｉ、彩、だま介
言子うけまがな他けすさ

り

繍

丑０７９６－２４－２２４７

熱
職

せ
て
く
れ
ま
す
。
ユ
リ

ノ
キ
、
ア
オ
ギ
リ
、
カ

エ
デ
な
ど
な
ど
、
種
子

が
飛
ぶ
の
は
タ
ン
ポ
ポ

だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん

で
す
ね
。
ユ
リ
ノ
キ
の

獅
子
は
神
戸
の
灘
区
近

辺
の
国
体
道
路
で
拾
っ

た
も
の
だ
と
か
。

但
馬
の
気
候
で
飛
行

但馬一大阪問に就航したサーブ3 4 0 Ｂ型機

６作童日制町六型 l 三上ん
０機に本作の年、型菱飛で
０，’よ初し児に昭′′Ｍ行い
ＯＣるのた童八和のＣ機た
型ｌ製学、が鹿十模１，，水

但馬･ 大阪こうのとりライン誕生

、屯

／鼎、

空への夢が広がる“但馬・空の文化展' １

「
ア
」
一
三
ア

『
○
℃
’
○
の

★
但
馬
の
空
を
楽
し
も
う
”
ス
カ
イ

ス
ポ
ー
ッ
ｉ
ｎ
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
〃

今
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
ラ
ジ
コ

ン
飛
行
機
な
ど
の
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ッ

愛
好
者
は
増
え
る
一
方
。
但
馬
・
空

の
文
化
展
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
〃
ス

カ
イ
ス
ポ
ー
ッ
・
ｌ
ｎ
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

“
で
は
自
家
用
機
・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ど
の
エ
ア
シ
ョ
ー
、
ス
カ
イ
ダ
イ

ビ
ン
グ
、
黙
気
球
・
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
体
験
フ
ラ
イ
ト
な
ど
、
空
に
親
し

め
る
催
し
が
目
白
押
し
。
一
部
を
除

い
て
ダ
ダ
な
の
も
う
れ
し
い
。

日
時
８
月
７
日
、
９
月
調
日

場
所
但
馬
空
港
周
辺

問
い
合
わ
せ
但
馬
・
空
の
文
化
展

実
行
委
員
会
盃
０
７
９
６
１
２
６
－

１
３
６
３
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瓢

＝Ｒ Ｐ一南一

謝溌謡I 瀞鋤

蟻； 駕灘

一

●
但
馬
と
丹
波
と
神
戸
を
結
ぶ

文
化
交
流
の
集
い

割 七
夕
に
「
小
鼓
会
」

鍵
一
一
一

紗

ＬＩ

r君。

「

子

声劃！

寧琴
､

寡ら昌一 蝿瀞

~-塁§
厩0審一妙p64日 裳畠 j 毛電室を

溜岸
■
当
屯

．
Ｌ
浦
和

』
》

一

闇１Ｍ 繍為？
を勇

一

＝一 易
（
Ｐ

ま

中
竹
田
１
１
７
１

盆
０
７
９
５
８
（
６
）
０
３
３
１

蝿
ヨ

ヲ

飛

一
や
『

菌

に
純

た
お
料
理
で
、
な
か
な
か
の
味
。

一

の
先
付
や
、
造
り
は
香
住
港
直
送
、

日
遅
れ
の
七
夕
の
夕

『

今
夜

丹
波
黒
豆
釜
揚
げ
仕
立

争勺

左上は吟行に入賞し西山社長よりポンチョを。右上はシャンソンの堀郁子さん。下の写真は交流風景。

店
長
と
料
理
長
の
平
本
忠
さ
ん
が
お
献

後
は
、
全
員
で
七
夕
の
唄
を
童
心
に
も

ど
っ
て
合
唱
。

立
を
ご
披
露
。

恒
例
の
吟
行
は
、
七
夕
を
テ
ー
マ
に

盛
り
上
が
っ
た
。

入
賞
は
井
上
悦
子
さ
ん
。

び
魚
の
タ
タ
キ
、
淡
路
島
沼
島
の
鯛
の

湯
引
き
、
焼
物
は
若
狭
沖
、
甘
鯛
の
西

京
漬
け
、
明
石
魚
の
柵
、
鰭
の
野
菜
巻
、

須
磨
沖
、
朝
市
黒
メ
バ
ル
の
煮
物
、
明

石
魚
の
柵
の
穴
子
の
渦
潮
巻
な
ど
凝
っ

さ
ん
。

Ｆ
Ａ
Ｘ

米
吟
醸
の
み
ぞ
れ
酒
で
す
。
」
に
歓
声
。

べ
に
、
丹
波
美
酒
に
集
う
「
小
鼓
会
」

が
三
宮
〃
千
人
代
官
“
で
開
か
れ
、
約

六
十
名
が
集
ま
っ
た
。

西
山
酒
造
場
／
兵
庫
県
氷
上
郡
市
島
町

青
木
杜
氏
が
ド
イ
ッ
ヘ
ピ
ー

０
７
９
５
８
（
６
）
０
２
０
２

の
ゲ
ス
ト
は
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
堀
郁

ル
の
視
察
へ
行
っ
て
い
る
と
か
・
・
・
。

来
春
か
夏
に
、
西
山
酒
造
場
が
地
ビ

ー
ル
を
樽
で
売
り
出
す
そ
う
で
楽
し
み
。

十
四
日
が
パ
リ
祭
と
あ
っ
て
、

に
生
吟
醸
を
味
わ
っ
て
頂
き
、
次

〃
彦
星
を
待
ち
わ
び
て
飲
む
み
ぞ
れ
酒
″

出
石
城
下
町
千
人
代
官
の
野
俣
克
志

七
月
八
日
。

西
山
酒
造
場
の
西
山
社
長
は
、
「
先
き

目
下
、

パ
リ
祭
と
愛
の
讃
歌
を
唄
っ
た
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蟻罫鍛篭箪
騨蝋磯鴇．儒
鯛驚鮮静
‘財離驚蝋
蕊蝿騨鍵、

蕊
鮮
爵
議
蕊
鍔
騨
騨
霞

品ＦＩＷｌ

』鯵
「
あ
っ
フ
ク
ロ
ウ
が
い
る
ノ
．
」

夏
に
な
る
と
街
路
樹
の
上
か
ら
黄
色
の
眼
で
人
間
ど
も

を
見
降
す
ハ
ト
位
の
フ
ク
ロ
ウ
が
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る

正
し
く
は
〃
ア
オ
バ
ヅ
ク
″
で
名
の
と
お
り
青
葉
の
で

る
頃
、
日
本
に
夏
烏
と
し
て
中
国
南
部
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
辺

り
か
ら
渡
っ
て
き
て
、
セ
ミ
や
バ
ッ
タ
な
ど
大
形
の
こ
ん

虫
を
食
べ
て
い
る
。

フ
ク
ロ
ウ
の
仲
間
は
世
界
に
幽
種
、
わ
が
国
に
も
約
加

種
が
い
る
が
、
昼
間
は
高
い
木
の
茂
み
や
洞
穴
に
か
く

れ
、
夜
に
な
る
と
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
に
音
も
な
く
ネ

ズ
ミ
や
ト
カ
ゲ
、
こ
ん
虫
な
ど
に
お
そ
い
か
か
り
捕
食
す

る
夜
行
性
で
あ
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

「
ヘ
ー
」
夜
が
キ
ラ
イ
で
木
の
上
も
イ
ヤ
、
地
下
の
ト
ン

ネ
ル
に
巣
を
つ
く
る
と
い
う
、
と
て
も
変
っ
た
昼
行
性
の

ア
ナ
フ
ク
ロ
ウ
を
紹
介
し
た
の
は
前
々
回
恥
測
。
高
知
の

い
ち
動
物
園
の
こ
と
。

と
こ
ろ
で
、
神
戸
に
は
樹
上
で
は
な
く
昼
行
性
で
し
か

も
ア
ナ
フ
ク
ロ
ウ
同
様
に
地
上
に
巣
を
つ
く
る
シ
ロ
フ
ク

ロ
ウ
が
今
年
も
繁
殖
期
を
迎
え
て
い
る
。

ま
っ
白
の
方
が
オ
ス
。
黒
の
斑
点
が
あ
る
方
が
メ
ス
で

オ
ス
よ
り
も
少
し
大
き
い
。
今
年
こ
そ
は
そ
の
シ
ロ
フ
ク

ロ
ウ
の
ヒ
ナ
誕
生
の
ニ
ュ
ー
ス
を
お
と
ど
け
し
た
い
も
の

で
あ
る
。
と
結
ん
だ
の
は
二
カ
月
前
。

蕊､…”
唾も齢呼聖瑚聖母鯉 鴬

雪のように真白な羽毛を持つシロフクロウのオス

1‘
9２
１

【
世
界
で
も
っ
と
も
魅
力
的
な
シ
ロ
フ
ク
ロ
ウ
神
戸
に
誕

生
す
ノ
．
】

「
今
年
は
、
え
ら
い
オ
ス
が
荒
っ
ぽ
く
っ
て
ね
／
」
シ
ロ

フ
ク
ロ
ウ
を
飼
育
し
て
は
や
町
年
、
鋭
ど
い
シ
メ
で
地
上

に
浅
い
穴
を
堀
り
座
り
こ
ん
だ
メ
ス
を
か
ば
う
よ
う
に
、

ヒ
ト
が
近
づ
く
と
、

ホ
オ
ウ
、
ホ
オ
ウ
、
ホ
オ
ウ
ノ

ゲ
ッ
、
ゲ
ッ
、
ゲ
ッ
、
ゲ
ッ
、

「
あ
っ
ノ
オ
ス
が
と
ん
だ
ノ
・
」

エ
サ
を
や
り
に
き
た
飼
育
員
に
猛
然
と
鋭
ど
い
両
足
の

シ
メ
を
前
向
き
に

バ
シ
ャ
ノ
．
モ
リ
で
突
く
よ
う
に
、
と
び
か
か
っ
て
く
る

金
網
が
な
け
れ
ば
大
ケ
ガ
を
す
る
と
こ
ろ
だ
。

毎
年
の
よ
う
に
５
月
の
末
に
産
卵
を
確
認
、
指
折
り
数

え
て
ヒ
ナ
の
誕
生
を
待
ち
に
待
っ
た
が
一
度
も
成
功
を
み

な
か
っ
た
。

奥
ゆ
き
が
浅
い
か
ら
眼
か
く
し
の
岩
や
植
込
み
で
ヒ
ト

か
ら
の
刺
激
を
や
わ
ら
げ
よ
う
と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
苦

心
を
し
た
が
、
人
止
柵
か
ら
僅
か
２
米
の
奥
ゆ
き
で
は
、

ど
う
し
て
も
ダ
メ
だ
っ
た
。

そ
こ
で
神
出
鬼
没
の
フ
ク
ロ
ウ
が
身
を
穏
す
環
境
を
と

切
立
っ
た
崖
を
背
に
南
向
き
、
植
込
み
や
ヨ
シ
ズ
で
地
上

の
巣
が
全
く
見
え
な
い
苦
心
の
新
飼
育
舎
を
フ
ラ
イ
ン
グ

ケ
ー
ジ
（
大
放
烏
舎
）
西
横
に
新
設
し
た
の
で
あ
る
。

【
ま
つ
白
が
オ
ス
。
白
と
黒
の
斑
点
の
あ
る
の
が
メ
ス

で
、
オ
ス
よ
り
少
し
大
き
い
】

シ
ロ
フ
ク
ロ
ウ
は
北
極
地
方
の
木
の
な
い
ツ
ン
ド
ラ
地

帯
に
す
み
、
主
食
は
レ
ミ
ン
グ
（
げ
っ
歯
目
キ
ヌ
ゲ
ネ
ヅ

ミ
科
）
や
小
動
物
な
ど
で
毎
年
五
月
に
な
る
と
地
上
に
丸

く
浅
い
穴
を
堀
り
、
卵
を
時
に
は
加
個
以
上
も
産
む
こ
と

が
あ
る
。

駒

鴬灘 蕊騨蕊
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議議鷺

鱗

雛

鱗Ｉ
☆野生動物の特徴習性、観
察のしかた、飼育体験な
どをお答えします。

●日頃日と祝日のみ
、１０：００～１１：３０，１３；３０
～１５：００
③動物科学資料館内

蕊

繍
一
灘

メ
ス
が
卵
を
抱
き
は
じ
め
る
と
オ
ス
は
小
高
い
所
に
と

ま
り
、
警
戒
に
あ
た
る
。

ホ
オ
ウ
、
ホ
オ
ウ
、
ゲ
ッ
、
ゲ
ッ
、
ゲ
ッ
、

飼
育
員
が
近
づ
く
と
テ
リ
ト
リ
ー
の
防
衛
の
た
め
オ
ス

が
威
嚇
の
声
を
だ
す
。

巣
に
近
づ
か
な
い
お
客
に
は
無
表
情
だ
が
、
オ
リ
の
中

へ
入
い
る
飼
育
員
に
は
這
入
者
と
し
て
激
し
く
攻
戦
し
て

く
る
か
ら
オ
リ
に
ち
ょ
っ
と
近
づ
け
ば
「
は
は
－
ん
抱
い

て
い
る
な
」
と
す
ぐ
分
る
。

シ
ロ
フ
ク
ロ
ウ
の
ふ
化
日
数
は
お
よ
そ
詑
日
、
ほ
と
ん

ど
の
烏
は
、
一
両
日
に
相
次
い
で
ヒ
ナ
が
生
ま
れ
る
が
、

こ
の
ほ
ど
誕
生
し
た
シ
ロ
フ
ク
ロ
ウ
の
場
合
、
五
卵
中

第
一
羽
目
ふ
化
平
成
六
・
六
・
二
七
、

第
二
羽
目
〃
六
・
六
・
二
八
、

第
三
羽
目
〃
六
・
七
。
五
、

以
上
三
羽
の
ヒ
ナ
が
神
戸
で
初
め
て
誕
生
し
た
の
で
あ

る
。誕

生
の
ニ
ュ
ー
ス
に
ヒ
ト
だ
か
り
の
刺
激
が
心
配
で
あ

り
、
秘
そ
か
に
そ
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
が
、
生
後
二

週
頃
、
ヒ
ナ
た
ち
巣
か
ら
歩
い
て
出
て
き
た
。
「
あ
っ
、

篭

9３
動物についてのどんな質問
にもお答えします。みなさ
ん遊びに来て下さいね。
☆喝声のテレホンサービス
j I l E L O 7 8 - 8 8 1 - 8 1 0 2

赤ちゃん〔右) とお母さん( 左) 。下はマウスを遮すお父さんｃ

シ
ロ
フ
ク
ロ
ウ
の
赤
ち
ゃ
ん
や
、
暑
い
の
に
オ
ー
バ
ー
着

て
は
る
・
・
・
…
」

【
エ
サ
を
運
ぶ
の
は
白
の
オ
ス
】

午
前
八
時
と
午
後
四
時
の
二
回
、
ハ
ッ
カ
ネ
ズ
ミ
と
馬

肉
を
や
る
が
、

野
生
で
は
オ
ス
の
フ
ク
ロ
ウ
が
獲
物
を
捕
え
巣
に
戻
っ
て

メ
ス
に
渡
す
。

グ
ッ
、
グ
ッ
、
グ
ッ
誕
喉
を
鳴
ら
し
な
が
ら
受
け
取
っ

た
獲
物
を
ヒ
ナ
に
食
べ
さ
す
が
、
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
位
な
ら

丸
の
み
だ
。

「
あ
れ
ノ
●
」
肉
を
唾
え
た
オ
ス
が
ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ
体
を
ゆ

す
っ
て
ボ
ク
の
目
の
前
を
横
切
っ
た
。
行
先
き
は
巣
と
は

反
対
側
へ
、
雑
草
の
茂
み
に
頭
を
突
っ
こ
ん
だ
オ
ス
、
グ

ッ
、
グ
ッ
、
グ
ッ
。

さ
か
ん
に
ヒ
ナ
に
エ
サ
を
や
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
。
だ
が
次
の
瞬
間
、
音
も
な
く
飛
び
立
っ
た
オ
ス
は
、

ふ
わ
り
ノ
．
反
転
、
巣
に
戻
っ
て
メ
ス
に
エ
サ
を
渡
し
た
で

は
な
い
か
。

す
ご
い
／
、
敵
を
だ
ま
す
偽
態
行
動
で
あ
る
。

暑
さ
の
た
め
親
の
羽
に
入
ら
ず
親
子
と
も
口
を
大
き
く

開
け
猛
暑
に
耐
え
て
い
ま
す
ノ
．
と
記
者
発
表
の
あ
っ
た

の
は
七
月
十
五
日
で
あ
っ
た
。

ベ
テ
ラ
ン
飼
育
技
師
、
釣
木
忠
。
吉
竹
渡
。
両
氏
の
長

年
の
労
に
心
か
ら
賞
讃
し
た
い
。

神
戸
初
の
誕
生
、
お
め
で
と
う
。
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し

た
。

こども動物園相賎コーナー
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１
９６
１

祝
月
刊
神
戸
っ
子
４
０
０
号
記
念

暑
中
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
．

１
９
９
４
年
８
月
盛
夏

春生絵／石阪
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神
戸
市
兵
庫
区
西
出
町
二
’
四
’
一
二

電
話
（
○
七
八
）
六
八
一
’
一
一
二
’
九

兵
庫
信
用
金
庫

株
式
会
社
三
星
堂

よ
り
が
み

寄
神
建
設
株
式
会
社

石
光
商
事
株
式
会
社

株
式
会
社
イ
リ
フ
ネ
ニ
ッ
サ
ン

神
戸
マ
ツ
ダ
モ
ー
タ
ー
ス
フ
ィ
ァ
ッ
ト
正
規
代
理
店

代
表
取
締
役
豊
橋
本
一
豊
入
船
株
式
会
社

取
締
役
社
長
藤
池
昭
之

関
西
西
宮
信
用
金
庫

理
事
長
園
田
正
和

取
締
役
社
長
石
光
輝
男

取
締
役
会
長
寄
神
美
好

取
締
役
社
長
寄
神
茂
之

取
締
役
社
長
山
田
隆
史

理
事
長
高
山
彦

神
戸
市
寓
央
区
下
山
手
通
二
’
一
二
’
三

電
話
（
○
七
八
）
三
三
二
’
五
一
五
一

姫
路
市
北
条
ロ
三
’
二
七

砥
話
（
○
七
九
二
）
八
二
’
一
二
五
五

神
戸
市
漣
区
岩
屋
南
町
四
’
三
四

電
話
（
○
七
八
）
八
六
一
’
七
七
九
一

神
戸
市
兵
庫
区
七
宮
町
ニ
ー
ー
ー
ー

電
話
（
○
七
八
）
六
八
一
’
三
一
二
一

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
二
１
．
一
四
’
一

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
’
四
三
四
一

神
戸
市
兵
庫
区
東
柳
原
町
三
－
一
○

電
話
（
○
七
八
）
六
七
一
’
五
○
二

五階八

株
式
会
社
第
一
工
芸

財
団
法
人
上
月
教
育
財
団

三
洋
化
工
株
式
会
社

東
亜
外
業
株
式
会
社

財
団
法
人
井
植
記
念
会

“
諦
鍛
睦
霊
識
卿
識
溶
一
代
表
取
締
役
社
長
西
井
雄
三

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
一
’
一
三
－
一
六

電
話
（
○
七
八
）
三
三
一
－
六
六
一
九

代
表
取
締
役
田
中
正
郎
一
代
表
取
締
役
社
長
林
雅
晴

ナ
ニ
ワ
印
刷
株
式
会
社

取
締
役
社
長
小
本
洋
一
郎

理
事
長
上
月
景
正

理
事
長
井
植
貞
雄

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
八
’
三
’
三
七

砥
話
（
○
七
八
）
三
七
一
’
二
三
○
一

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
四
’
三
’
五

中
山
手
安
田
ビ
ル
二
階

電
話
（
○
七
八
）
二
七
一
’
一
二
一
二

神
戸
市
潅
区
友
田
町
五
’
二
’
二

電
話
（
○
七
八
）
八
五
一
’
○
五
三
五

神
戸
市
垂
水
区
青
山
台
一
’
二
一
’
一

電
話
（
○
七
八
）
七
五
一
’
五
二
一
六

１
９７
１

取
締
役
社
長
三
輪
吉
郎

株
式
会
社
シ
ャ
ル
レ

株
式
会
社
神
明

取
締
役
社
長
上
月
景
正

株
式
会
社
神
戸
吉
兆

代
表
取
締
役
湯
木
貞
一

代
表
取
締
役
湯
木
喜
和

神
戸
そ
ご
う
店

三
輪
運
輸
工
業
株
式
会
社

コ
ナ
ミ
株
式
会
社

取
締
役
社
長
藤
尾
益
也

神
戸
市
中
央
区
小
野
柄
通
八
１
－
－

電
話
（
○
七
涯
宝
↓
神
一
千
膳
毒
準
一
一

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
七
’
三
’
二

電
話
（
○
七
八
）
三
○
三
’
一
二
三
四
㈹

神
戸
市
中
央
区
脇
浜
町
二
’
十
一
－
一

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一
’
五
○
○
一
㈹

神
戸
市
須
磨
区
弥
栄
台
三
’
一
－
二

電
話
（
○
七
八
）
七
九
二
’
七
○
○
○

神
戸
市
中
央
区
海
岸
通
六
’
一

電
話
（
○
七
八
）
三
七
一
１
二
一
三
一

大
阪
市
北
区
天
満
一
’
九
’
一
九

晒
話
（
○
六
）
三
五
一
－
七
二
七
一
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JOi，

祝
月
刊
神
戸
っ
子
４
０
０
号
記
念

暑
中
御
見
舞
い
申
，
し
上
げ
ま
す
．

都子

！
鶏 蕊蕊

１
９８
１

１
９
９
４
年
８
月
盛
夏

絵／石阪春生
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１
９９
１

オ
リ
ッ
ク
ス
野
球
ク
ラ
ブ

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
猿
渡
敏
男

神
戸
市
中
央
区
海
岸
通
六
審
地

建
隆
ビ
ル
Ⅱ
七
階

電
話
（
○
七
八
）
三
一
一
一
一
一
丁
○
○
九
九

と
ち
り
う
よ
う

高
貴
茶
杜
仲
葉

富
士
杜
仲
株
式
会
社

代
表
取
締
役
上
本
冨
士
哉

尼
崎
市
武
庫
之
荘
一
’
一
九
’
一
二

電
話
（
○
六
）
四
一
三
一
’
○
七
七
○

神
戸
大
和
株
式
会
社

神
戸
レ
デ
ィ
ス
サ
ウ
ナ

代
表
取
締
役
山
田
佳
子

諏
迩
源
市
中
央
区
下
山
手
通
ニ
ー
ニ
ー
》
○

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
二
四
九
五

新
星
和
不
動
産
株
式
会
社

神
戸
支
社

取
締
役
神
戸
支
社
長
浅
野
好
明

神
戸
市
北
区
鳴
子
二
・
・
》
七
‐
，
二

電
話
（
○
七
八
）
五
九
三
．
六
六
一
二

株
式
会
社
海
皇

代
表
取
締
役
播
式
舜

神
戸
市
中
央
区
港
烏
巾
町
四
ｌ
一

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ピ
ル
十
一
階

電
話
（
○
七
八
）
三
○
二
－
○
○
○
八

丸
山
印
刷
株
式
会
社

砕
豊
取
漁
渥
瞥
云
丸
山
茂

弄
秋
兵
庫
県
高
砂
市
米
田
町
神
爪
五
七
’
一

冠
話
（
○
七
九
四
）
喜
一
’
一
五
《
一

株
式
会
社
神
戸
阪
急

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
一
－
七
’
二

電
話
（
○
七
八
）
三
六
○
Ｉ
一
二
三
一

株
式
会
社
サ
ン
コ
ト
ブ
キ

代
表
取
締
役
社
長
細
谷
俊
雄

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
一
‐
‐
九
１
－

電
話
（
○
七
八
）
三
九
二
・
‐
一
一
一
一
六

株
式
会
社
七
旺
社

（
旧
前
田
印
刷
工
業
所
）

ヒ
ロ
シ
ゲ

代
褒
取
締
役
新
田
裕
盛

神
戸
市
長
田
区
一
番
町
二
’
一

電
話
（
○
七
八
）
五
七
五
ｉ
五
一
一
喧
二

モ
ザ
イ
ク
商
店
会

会
長
東
中
弘
吉

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
一
’
六
’
一

電
話
（
○
七
八
）
三
六
○
‐
・
雫
七
二
五

大
関
化
学
韮
業
株
式
会
社

驚
漫
社
長
津
田
明
和

神
戸
市
東
灘
区
本
山
中
町
一
’
二
’
六

電
言
（
○
七
八
）
四
五
冥
’
一
五
九
一

株
式
会
社
春
島
組

代
表
取
締
役
春
名
徹

神
戸
市
兵
庫
区
東
山
町
雫
‐
・
’
一
‐
一
・
‐
一

睡
話
（
○
七
八
）
五
七
四
．
‐
二
二
一
一
二

株
式
会
社
ロ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド

代
我
取
締
役
社
長
岩
田
弘
三

神
戸
市
中
央
区
明
石
町
四
八

餓
雷
（
○
七
八
）
二
三
一
Ｉ
‐
》
○
一
芸

株
式
会
社
カ
ン
キ

代
表
取
締
役
社
長
桐
月
正
邦

神
戸
市
菰
膳
区
外
浜
町
二
’
九
’
一
九

電
話
（
○
七
八
）
七
三
三
Ｉ
ニ
エ
一
二

株
式
会
社
永
田
良
介
商
店

会
長
永
凪
良
一
郎

社
長
永
田
耕
一

神
戸
市
中
央
区
一
一
一
宮
町
三
－
一
’
四

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
三
七
三
七

一
赫
拭
捨
雑
シ
ョ
ッ
プ
富
屋

代
表
取
締
役
大
石
隆

神
一
旦
叩
中
央
区
元
町
通
一
，
十
一
’
七

電
話
（
○
七
八
）
三
一
一
二
・
・
一
一
○
九
八

神
戸
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン

ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ

代
我
取
締
役
社
長
阿
部
信
造

神
戸
市
束
誰
区
向
洋
町
中
員
．
・
一
三

電
話
（
○
七
八
）
八
五
七
－
七
○
○
○

松
本
鋼
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
松
本
花
子

神
戸
市
兵
庫
区
湊
町
一
’
八
八
－
一

電
話
（
○
七
八
）
六
五
一
’
七
三
二
一
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１
１００
１

祝
月
刊
神
戸
っ
子
４
０
０
号
記
念

暑
中
御
見
舞
い
山
申
し
上
げ
ま
す
．

Ｘ

絵／石阪春生

１
９
９
４
年
８
月
盛
夏

力
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１
１０１
１

財
団
法
人
兵
庫
現
代
芸
術
劇
場

理
鞭
長
貝
原
俊
民

神
戸
市
巾
央
区
三
宮
町
一
’
一
○
‐
一

神
戸
交
通
セ
ン
ク
ー
ピ
ル
四
階

電
話
（
○
七
八
）
三
冥
三
Ｉ
垂
五
○

神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会

会
長
森
美
代
子

代
表
幹
事
藤
本
ハ
ル
ミ

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
ニ
ー
ニ
！
七

電
話
（
○
七
八
）
二
四
量
Ｉ
三
六
九
○

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
じ
さ
い

中
院
俊
子

神
戸
志
舶
央
区
三
富
町
Ｔ
八
’
一
’

三
○
五
さ
ん
プ
ラ
ザ
三
階

電
話
（
○
七
八
）
三
三
一
’
一
六
三
九

平
田
調
理
専
門
学
校

学
校
長
平
田
さ
か
ゑ

赤
漣
郡
上
郡
町
川
向
－
１
悼
七
’
五

電
話
（
○
七
九
一
五
）
三
‐
‐
○
六
雫
五
㈹

松
月
堂
古
流
松
美
会

会
長
山
本
美
秋
園

神
戸
市
兵
庫
区
上
沢
通
八
．
‐
七
’
九

電
話
（
○
七
八
）
五
一
一
’
三
二
一
二

財
団
法
人

神
戸
市
民
文
化
振
興
財
団

神
戸
市
中
央
区
江
戸
町
九
二

ｓ
Ｋ
ビ
ル
七
階

電
話
（
○
七
八
）
三
三
二
－
三
看
邑
二
○

関
西
和
装
学
院

学
院
長
原
仁
美

神
戸
市
須
磨
区
禅
昌
寺
町
一
’
十
雫

電
話
（
○
七
八
）
七
三
二
‐
・
○
六
九’
三・・

兵
庫
大
悌能

福
寺

神
戸
市
兵
庫
区
北
逆
瀬
川
町
一

電
話
（
○
七
八
）
六
五
二
’
一
む
一
五

吾
妻
流
（
日
本
舞
踊
）

吾
妻
秀
扇

神
戸
市
註
区
篠
原
北
町
四
！
Ｔ
一
‐
・
八

電
話
（
○
七
八
）
八
八
一
’
○
六
八
○

Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
博
物
館

館
長
諸
岡
博
熊

“
迎
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
六
１
．
六
．
・
二

電
話
（
○
七
八
）
三
○
二
－
八
八
八
○

金
丸
建
築
設
計
室

所
長
金
丸
雅
博

電神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
四
’
一
・
・
十

話
（
○
七
八
）
三
九
二
’
○
五
○
一四

ニ
ッ
桜
会

花
柳
呂
月

花
柳
芳
一

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
三
・
‐
‐
一
・
，

二
’
三
○
四
○
一

電
話
〈
○
七
八
）
三
○
胆
一
一
．
三
○
八
猫

学
校
法
人
和
弘
学
園
理
事
長

神
戸
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

音
水
湖
畔
和
弘
美
術
館
館
主

明
舞
幼
擢
園

並
川
明
子

神
戸
市
垂
水
匿
狩
口
合
五
丁
目
十
四
－
一

電
話
（
○
七
八
）
七
八
一
’
二
三
四
五

株
式
会
社

瀬
戸
本
淳
建
築
研
究
室

代
表
取
締
役
瀬
戸
本
淳

神
一
星
叩
中
央
区
北
野
町
一
一
’
七
－
一
・
‐

一
二
○

電
話
（
○
七
八
）
二
二
’
一
’
二
全
ハ
五

株
式
会
社
神
戸
国
際
会
館

ゆ
だ
か

嬰
迩
社
長
大
西
畔

神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

電
話
（
○
七
八
）
里
聖
’
八
一
六
一

世
良
美
術
館

館
長
世
良
臣
絵

遡
源
市
東
灘
区
御
影
町
城
の
前
一
四
七
六

電
話
（
○
七
八
）
八
一
頁
Ｉ
六
四
五
六

株
式
会
社
空
間
構
成
研
究
所

代
表
嬰
掛
森
崎
律
子

神
戸
市
須
磨
区
南
町
や
’
二
’
二
六

電
話
（
○
七
八
）
七
三
一
１
尾
八
二
八

ナ
カ
タ
コ
ウ
ベ
カ
ル
チ
ャ
ー

社
交
ダ
ン
ス
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
サ
ン
パ
ダ
ン
ス

縮
瀞
脚
帰
悩
耀
ン
ス
連
蝋
理
事

代
表
巾
田
久
義

鋤
一
鋪
灘
蕊
一
一
提
蓮
岬
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有島グランI ﾆ ホラル古家風

彼
ら
を
見
て
い
て
真
っ
先
に
思
い
浮
か

ん
だ
言
葉
－
〃
仲
間
〃
・
何
か
一
つ
の
共

通
の
も
の
で
の
つ
な
が
り
。
久
し
振
り
に

そ
ん
な
光
景
を
見
た
。

去
る
７
月
Ⅳ
日
に
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
ァ
ッ

プ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
第
ｕ
回
Ｓ

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
男
子
ダ
ブ
ル
ス
ト
ー
ナ
メ

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれ諌 102

日本の伝統
数寄屋造りの館

磯数Jィ
ＴＥＬ（078)904-0701(代）

新しくなって智猟のおこしを
お待ちしており. きす．

「
集
え
・
有
馬
に
！

パ
パ
は
テ
ニ
ス
・
僕
は
プ
ー
ル
」

第
ｎ
回
の
勺
シ
○
ご
団
員
缶
国
冒
缶

の
”
○
．
両
日
○
口
”
ｚ
シ
冒
局
ｚ
弓

で
試
合
は
続
い
た
。
今
年
で
ｎ
年
目
。
こ

の
ユ
ニ
ー
ク
な
形
式
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は

テ
ニ
ス
愛
好
家
の
間
で
は
有
名
だ
そ
う
。

そ
の
特
徴
の
一
つ
は
参
加
賞
。
出
場
全
チ

ー
ム
に
オ
ー
ド
ブ
ル
＆
ビ
ー
ル
が
ふ
る
ま

わ
れ
る
。
勿
論
試
合
の
終
わ
っ
た
後
、
つ

ま
り
残
念
な
が
ら
負
け
て
し
ま
っ
た
チ
ー

ム
か
ら
順
に
こ
の
ユ
ー
ー
ー
ク
な
参
加
賞
が

与
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、

優
勝
チ
ー
ム
に
は
毎
年
恒
例
〃
プ
ー
ル
落

でで放ンＩＩこのコ行と
あ祝りバム優プＩわし
るう込Ｉの勝Ｉ卜れ〃
ｏのんをメチル横るが

自然の恵みを
湯けむりに伝える

有名選手も多く参加

敵地内から洞きでろ
日本盈古の温晶c 有馬温泉・

阪急ホテルチェーン

有馬置ユーホデ' し
ＴＥＬ(078)904毛295㈹

●
温泉と涜婁と遊技埋

手司屋へルズセン乎一
ＴＥＬ(O7m904-2291

雅ただようくつろぎの館

‘拳･鍵議続
ＴＥＬ(078)904-0781

ＴＥＬ(078)S9ul-O1S1TEL(078)904-0731

政府登鮭国際観光旅館
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オードブルを前にビールで「乾杯！」
△西神西鈴ユニオンズ▲南茨木テニスクラプ

ＴＥＬ仙乃)903-1p２４

*透りの澗臨lll儲坊
可直L(0780904-0551

－
チ
級
だ
そ
う
だ
が
、
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
た
人
も
多
い
。
家
族

連
れ
で
参
加
す
る
選
手
も
た
く
さ
ん
お

り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。
毎
年
こ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

顔
を
合
わ
せ
る
メ
ン
バ
ー
は
み
な
顔
見
知

り
。
年
に
一
度
の
同
窓
会
、
と
い
っ
た
趣

で
あ
る
。
単
な
る
勝
ち
負
け
は
関
係
な

『
こ
の
た
め
の
プ
ー
ル
？
』
と

て
し
ま
っ
た
が
、
〃
テ
ニ
ス
で
一

た
後
は
プ
ー
ル
で
一
休
み
″
と

い
う
こ
と
で
作
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

は
毎
年
関
西
各
地
か
ら
６
人
１

組
を
１
チ
ー
ム
と
し
て
釦
以
上

の
チ
ー
ム
が
集
ま
っ
て
く
る
。

住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
様
々
で

あ
れ
ば
職
業
も
様
々
。
会
社
員

あ
り
自
由
業
あ
り
、
学
生
あ
り

ほ
と
ん
ど
の
選
手
が
プ
ロ
。
．

－
ル
？
」
と
一
瞬
思
っ

″
テ
ニ
ス
で
汗
を
流
し

優勝チーム「Ｋ､ Ｎ､ Ｔ､ Ｇ」

がたるしをチＩこのの分い
実そ ･ て応Ｉ他よこた・
にれまい援ムのうとち自

日本最長、延々、
五キロの空中旅情。
ＴＥＬＯ７８(891)００３１

ぷ
。
温
泉
に

つ
か
る
も
よ

し
、
美
味
し

い
も
の
を
た

ら
ふ
く
食
べ

る
も
よ
し
、

ま
た
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む

も
よ
し
。
有

馬
の
街
は
、

厳
し
い
社
会

に
生
き
る
人

々
に
優
雅
な

ひ
と
と
き
を

与
え
て
く
れ

る
。 族

。
実
に
幸
せ
そ
う
で
あ
っ
た
。

こ
の
ス
ト
レ
ス
社
会
の
中
、
た
ま
に
は

思
い
切
り
子
供
の
よ
う
に
無
邪
気
に
遊

楽
し
そ
う
な
の
だ
。

〃
有
馬
に
も
っ
と
活
力
を
〃

猛暑の中での白熱試合; 霧譲露識認一

TEL(078)904-0675
T E L E X 5 6 2 7 - 1 1 5

竿

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿
国際観光旅飽

陵楓閣
畿縫鯛鮮聴。
得涛
I 詞陽閤
慶事､法要､お日帰りも承ります。
TEL(078)904-0501㈹
FAX(078)904-3838.

と
活
力
を
″
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
担
年
前
に

作
ら
れ
た
こ
の
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
。
「
有
馬
の
面

白
さ
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
竹
安
さ
ん

（
ビ
ジ
タ
ー
大
歓
迎
）

真
っ
黒
に
日
焼
け
し

た
選
手
た
ち
。
彼
ら
を

一
生
懸
命
応
援
す
る
家

加哨馴うI 先一
103

＝Ｚアクブ宮＝プ三テー

穆蕊鰐
テニスでいい汗

牒躍胃とつぶり
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